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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
ポリオに対する定期予防接種は、2012年 8月まで Sabin株由来の生ワクチン（OPV）によって
行われていたが、2012 年 9 月、強毒株由来の不活化ポリオワクチン（cIPV）に切り替わり、
11 月からは Sabin 株由来の不活化ポリオワクチン（sIPV）が導入された。しかし、近年開発
の進んだ sIPV によって獲得した免疫状況についての報告はあまり多くない。そこで、sIPV
によって感染防御に必要な抗体を得られるのか評価をするため、定期接種によって得られた
抗体について、接種歴による中和抗体価の比較解析を行った。 
【方法】 
2013 年から 2016 年にかけて感染症流行予測調査事業の一環として千葉県内で採取された定
期接種の標準月齢である 90カ月以下の 224名の血清について、ポリオウイルス（Sabin 1, 2, 
3）に対する中和抗体価を測定し、接種歴と抗体価について解析を行った。 
【結果・考察】 
OPVも IPVも標準接種回数を終了している児（接種完了児）は、抗体保有率が 90%以上であっ
た。抗体価は、Sabin 1に対しては OPV接種完了児のほうが高く、Sabin 2, 3 に対しては IPV
接種完了児のほうが高かった。OPV接種完了児と IPV接種完了児の接種後経過月数による抗体
価の減衰を比較すると、Sabin 1, 2, 3いずれに対しても、OPV接種完了児に比べ IPV接種完
了児で減衰傾向が大きかった。IPV を接種完了することで十分な中和抗体価を得られる一方、
OPVの接種完了に比べ、感染防御に必要な抗体価を維持し続けることが困難であることが示唆
された。 
【結論】 
sIPV を含む IPV のポリオウイルスに対するワクチン効果を見極めるためにも、長期にわたる
サーベイランスが必要である。また、追加接種等、抗体価を維持させる対策を考える必要が
ある。 
  
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
ポリオに対する定期予防接種は、2012 年に生ワクチン（OPV）から強毒株由来の不活化ポ
リオワクチン（cIPV）、弱毒の Sabin 株由来の不活化ポリオワクチン（sIPV）に切り替わった。
しかし、近年開発の進んだ sIPV によって獲得した免疫状況についての報告は蓄積されていな
い。本研究では、sIPV を含む IPV によって得られた免疫の推移をみるために、抗体保有率と
抗体価について解析を行った。 
2013 年から 2016 年にかけて千葉県内で採取された、定期接種の標準月齢（90 カ月）以下
の 224 名の血清について、ポリオウイルス（Sabin 1、2、3）に対する中和抗体価を測定した。
その結果、標準接種回数を終了している児（接種完了児）は、抗体保有率が 90%以上であり、
抗体価は、Sabin 1 に対しては OPV 接種完了児のほうが高く、Sabin 2, 3 に対しては IPV 接種
完了児のほうが高かった。一方で、Sabin 1、2、3 に対する抗体価の減衰傾向は、OPV 接種完
了児に比較して IPV 接種完了児で大きかった。IPV においては、接種完了することで十分な
抗体価を得られる一方、感染防御に必要な抗体価を維持し続けることが困難であることが示
唆された。sIPV を含む IPV のワクチン効果を見極めるためにも、長期にわたるサーベイラン
スが必要であり、追加接種等、抗体価を維持させる対策を検討する必要があることを示した
ことから、価値ある論文と認めた。
